
精神看護学【精神看護技術】

【教科書・参考図書】

【授業計画】

＊この科目は、実務経験のある教員による科目です。

担当教員 珍田 悦子

根田 啓伸

佐藤 篤

所 属 専任教員

横手興生病院

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ・精神医療ｾﾝﾀｰ

対象学年/開講時期 第２学年/通年 単位数（時間数） １単位（３０時間）

履修の目的 精神に障がいを持つ人々の問題を解決するための援助方法を習得する。

授業の形式 主として課題学習、演習形式で行う。又、演習に際して、講義も行う。

成績評価の基準等 出席、課題・学習への取り組み、演習参加状況、小テスト、授業に臨む姿勢・態度を総合

的に評価する。

番号 書 名 発行所

① 系統看護学講座 専門Ⅱ 精神看護の基礎 精神看護学① 医学書院

② 系統看護学講座 専門Ⅱ 精神看護の展開 精神看護学② 医学書院

授業回数 履修主題 履修内容 教科書 担当教員

第１回 ガイダンス 1)精神看護における技術とは

2)課題／演習オリエンテーション
①② 珍 田

第２回

～

第４回

精神看護におけるコミ

ュニケーション技法

1)コミュニケーション技術

2)自己の振り返り、自己洞察

3)プロセスレコードの活用

①② 珍 田

第５回 臨床における倫理① 1)看護の倫理と人権擁護

2)行動制限

3)安全管理 1
①②

根 田

第６回

第７回

臨床における倫理② 1)身体拘束体験演習

2)グループワーク
①②

珍 田

第８回 社会復帰に向けての援

助の実際

1)精神医療におけるリハビリテーショ

ンの考え方

2)作業療法の実際

①② 佐藤昌子

第９回

第 10回

1)精神保健福祉法と社会復帰支援

2)地域精神保健活動における社会資源

3)精神保健医療福祉の連携と看護の機能 ①②
佐藤篤

第 11 回

～

第 15 回

看護過程の展開 1)看護理論を用いた看護過程

2)アセスメントの実際

3)グループワーク

①② 珍 田


